
(1) 担当支部： 福井支部 13872
分水嶺区分 2006年 3月 25日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
牧田　正弘 13784
大和　康郎 13872

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：

ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 旧158の油坂登口 136 49 35 52 27.86 717.9 5:40
分水嶺到達点W0835 油坂峠北約100m 136 49 35 52 28.12 813.4 6:04 6:04 B-4

送電線鉄塔 136 49 35 52 40.32 866.3 6:29 6:29 B-4
W083 峠 136 49 35 53 34.56 1,123.7 7:51 7:51 B-4
W082 峠 136 48 35 54 40.28 1,094.6 9:35 9:40 B-4

西山へ登り開始　 136 47 35 55 16.33 1,214.3 11:52 11:52 B-4
W081 西山 136 47 35 55 38.77 1,364.0 12:38 13:00 B-4

鞍部 136 47 35 55 58.62 1,168.6 13:16 13:16 B-4
W080 毘沙門岳 136 47 35 56 20.67 1,394.5 14:18 14:23 B-4

県境分岐 136 47 35 56 45.01 1,201.8 14:46 14:46 B-4
　 旧桧峠 136 48 35 57 36.32 963.6 15:38 15:38 B-4
分水嶺離別点W079 現桧峠 136 48 35 57 46.49 966.5 15:44 舗装道路

歩行終了点 現桧峠

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを記
入してください 点名 等級 方位

W080 毘沙門岳

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

秒

石徹白

道の
状況

到着
時刻

47.98

41.25
33.28

25.58

経度E

12.30

石徹白

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

石徹白

白鳥
白鳥

白鳥
石徹白

⑥
⑤0.62

21.81
石徹白

22.27 ①

福井を午前2時に2台の車両で出発し、R158→R156→県道314で現在の桧峠に行き、車両1台を残置する。旧R158線の油
坂峠に引き返し、トンネル手前に1台の車両を残置する。

２名 名

会員番号：大和　康郎
(3)山行日：W0835～W079桧峠

(2)記載者氏名 事務局整理記入欄 福井－31
快晴

白鳥

石徹白

⑤西山の日本海側の樹木が切り払われており、天候にも恵まれ、360度四方の山並みが眺望出来た。（中央アルプス/乗鞍岳/北アルプスの
山々・野伏山/顔教寺山の県境稜線・昨年分水嶺踏破で歩いた能郷白山の稜線・石川支部が歩いてくれた屏風山の稜線・今年4月歩く予定の
滝波山の稜線等くっきりと見える。）

特記事項

積雪の為確認出来ず

②毘沙門岳の斜面を利用して白鳥高原ゴルフ場/白山スキー場があり、スキー場として営業していた。今シーズンのスキー場としての営業は4
月9日迄との事である。スキー場の人工施設としてリフト・ゲストハウス駐車場・現桧峠からの自動車道等が設置されている。

⑥W082の峠を過ぎた当たりから、高度も余り高くない為でもあり、気温も上がって来たので、雪が腐ってワカンの沈み込みが有り大変歩き難
かった。標高が高くなるにつれ解消して来た。

石徹白
37.20
28.71 ②③④

32.55

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　
　　Ⅰ　今回の分水嶺歩きのGPSトラックデータの写真（ｶｼﾐｰﾙｿﾌﾄを使って作成）231KB

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

保存
状況

(8)～(11)の特記
事項等との関係

油坂峠から桧峠まで分水嶺を歩く。

高度
ｍ

緯度Ｎ

9時間07分総歩行時間（休憩時間を除く）：

石徹白
石徹白 32.83 ③

①ピーク上に送電線鉄塔が１基有り。電源開発の御母衣ダム発電所よりの送電線か？

　　Ⅲ　旧桧峠に建てられている説明看板(06/03/23に同一ﾒﾝﾊﾞｰで反対の県境歩きの際、下山に利用時撮影)（109KB)

④現桧峠からゲストハウスに行く途中の分水嶺の所に、「旧道　桧峠」の立派な標識・旧桧峠の説明看板・祠・等が有り、綺麗に管理されてい
る。（写真添付）

③スキー場への道路として現桧峠から分水嶺の少し日本海寄りに作られ、ゲストハウス迄延びている。

　　Ⅱ　P1166付近の稜線からの西山・毘沙門岳方面の遠景(132KB)



山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

Ⅰ　今回の分水嶺歩きのGPSトラックデータの写真（ｶｼﾐｰﾙｿﾌﾄを使って作成）231KB

ﾒﾝﾊﾞｰで反対の県境歩きの際、下山に利用時撮影)（109KB)
　Ⅱ P1166付近の稜線からの西山・毘沙門岳方面の遠景(132KB)               Ⅲ 旧桧峠に建てられている説明看板(06/03/23に同一
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